
　　

・授業がわかる・・・ （８５％）

・漢字力、計算力テストで

合格できるように努力している・・・（８５％）

い いっしょうけんめい学ぶ子

◇協働的な活動を取り入れた授業の展開

・話合い活動・体験的な活動の充実

◇ICT機器の活用

・わかりやすい授業づくりや学習評価の充実

・Meta MoJi Classroom（メタモジ）の効果的な活用

◇基礎学力の向上

・漢字力・計算力テストの実施

・自己目標の設定と振り返りの充実

・きめ細やかな指導の充実（TT、専科教員指導等）

・家庭学習の定着（「家庭学習のてびき」の活用）

◇読書活動の推進

・年間５０冊の読破の奨励

・朝の読書タイムの充実（読み聞かせボランティアなど）

・教室の読書環境の充実と図書室の利用促進

(1) 授業に協働的な活動を取り入れたり、ＩＣＴ機器を活用したりして、分かりやすい授業を展開することで、学ぶ楽しさを味わせ、学ぶ意

欲と確かな学力を身に付けた児童を育成する。

(2) 学年・学級経営を基に、聴き合う態度の育成に力を入れるとともに、読み取りにかける時間を保障し、問われている内容を理解する

ことで、自他共に尊重する児童を育成する。

(3) 自己目標の設定と振り返りの機会を大切にした教育活動を推進することにより、一人一人に成長を自覚させ、自信とたくましさを備

えた児童を育成する。

(4) 生活のきまりを守る意識を高めることで、生活面の自己管理能力を身に付けさせ、健康で安全な生活が送れる児童を育成する。

(5) 保護者や地域との連携を深め、あたたかさの中で、一人一人が自分のよさを伸ばせる教育環境づくりに努める。

(6) 教職員の働き方改革の推進により、児童に対して効果的な教育活動を展開する。

な なかまとがんばる子

◇基本的な生活習慣づくり

・学校生活のきまりの遵守

・早寝、早起き、朝ご飯の重視

・家庭学習の継続

・性教育、食育指導の充実

◇危機回避能力の育成

・各種避難訓練の実施

・防犯意識の高揚

◇運動の日常化

・ふれあいタイム・業間休み時間の活用

・季節的な業間運動の展開（なわとび、持久走）

◇体力の向上

・基本の運動を取り入れた体育授業

組織目標

感謝の心をもち、たくましく生きる児童の育成

経 営 方 針 ～子どもが主役！一人一人の笑顔が輝く学校をめざして～

つくばみらい市教育大綱

つくばみらい市学校教育目標

目指す児童生徒像

・学びの連続性の中で、自ら進んで

学習に取り組む児童生徒

・心豊かに個性を発揮し、他者と協

働的に活動する児童生徒

児童の実態

◇よい点

・明るく元気

・気持ちが優しい

・親しみやすい

◇さらに身につけたい点

・自己有用感や自己存在感

・集中力や持続力

・きまり遵守力

認め合い 支え合い 高め合う児童の育成

めざす児童像めざす学校像 めざす教師像

学校教育目標

・いっしょうけんめい

学ぶ子 （知育）

・なかまとがんばる

（体育）

やさしい子

（徳育）

「つながりのある学校」
・子ども同士が仲良く、互

いを尊重し合える学校

・子どもと教師の間に信頼

関係があり、教師が自信

をもって教育活動に当た

れる学校

・子どものために保護者や

地域と一体となって活動

に取り組める学校

・同僚性を高め、働きやすく、

働きがいもある学校

「子どもが主役！

～ 一人一人の

笑顔が輝く学校～」
・人間性が豊かで、高い使命感を

もって教育活動にあたる教師

・創意工夫に満ちた授業に努め、効

果的な学びをデザインできる教師

・子どもの多様性を理解し、一人一

人に寄り添った関係を築くことがで

きる教師

・他の教職員と協働し、子ども一人一

人の学びを最大限に引き出す教師

保護者・地域の願い
・学校が好きな子どもになってほしい。

・勉強のできる子どもになってほしい。

・心のやさしい子どもになってほしい。

・友だちをたくさんつくれる子どもに

なってほしい。

・最後までがんばりのきく子どもに

なってほしい。

・親や家族を大切にする子どもに

なってほしい。

・人に迷惑をかけない子どもに

なってほしい。

本県教育の目標

茨城県総合計画

・グローバル社会で活躍する『人財』

・地域社会を支える『人財』

学校教育指導方針

すべての子どもの可能性を

引き出す活力ある学校づくり

つくばみらい市立伊奈小学校 令和6年度 グランドデザイン（学校経営構想）

地域や校種間の連携と協働
◇地域の教育力の活用 ・地域の皆さんによる登下校時の交通指導、見守り隊、読み聞かせ、花壇の整備等

・PTAや青少年育成会との連携

（避難所体験・カヌー体験会・あきまつり・演劇鑑賞会・スキー体験教室等）

◇伊奈中学区の保幼小中の連携 ・合同研修会（道徳教育等） ・すみれ幼稚園との連携 ・伊奈特別支援学校との連携

◇郷土学習の推進 ・地域交流室の環境整備 ・地域の皆さんによる鳥追い

研究テーマ
自ら考え、学び合う児童の育成 ～「わかった」「できた」が実現できる授業づくりを通して～

目を見て気持ちを込めたあいさつが

できる児童の割合１００％

成長（わかる・できる）が実感できる

授業や、一人一人の強みを引き出せ

る教師の割合１００％

やさしい子
◇道徳性の育成

・自他共に尊重し合える学級経営の充実

・明るいあいさつ、元気な返事の励行

・みんなで考え、議論し合う道徳の授業づくり

◇明るく、きれいな学校づくり

・よい声、よい顔、よいあいさつ

・意図的計画的な教室、廊下環境の整備

◇自己有用感・自己存在感の育成

・特別活動の充実（話合い活動、係活動、委員会

活動、異学年交流等）

・望ましい人間関係作りの支援（ソーシャルスキル

トレーニングやアサーショントレーニングの活用）

・ボランティア活動の推進

・学校のきまりを守って生活している ・・・ （８５％）

・外で元気に遊んだり運動したりしている・・・（８５％）
・学校での生活が楽しい・・・ （８５％）

・友達となかよく協力して生活している・・・ （８５％）％）

＝特別支援教育の視点に立った「チーム指導」の実践＝

・合理的配慮を意識した授業づくり、生活指導に対する共通理解

＝校内支援員会・生徒指導部会の充実＝

・児童、家庭の困り感に寄りそう支援につながる共通理解


